
事業概要 【介護認定審査業務におけるデジタル化事業】

自治体名 愛媛県西予市 人口 33,784人
（令和6年11月末）

事業費 426千円

事業概要

西予市では、専門的知識を有する医師、ケアマネジャー、看護師等で構成する介護認定審査会において要介
護度の判定を行っている。本事業では、これまでアナログで行っていた介護認定審査会をデジタル化することで、認
定申請から認定結果の通知に至るまでの日数を短縮化し、介護サービスが必要な市民等への迅速かつ適切な
サービスの提供を図る。

具体

サービス

【介護認定審査会デジタル化システム】

• 介護認定審査員のPC端末等に暗号化した審査資料の電子データを配布。緊急的な資料追加にも対応。

• 審査資料の電子データは被保険者ごとに自動でファイル分割され、PC端末等では審査に特化した画面表示

により簡易な閲覧操作で資料確認ができ、並行して事前判定を行うことが可能。

主な

KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
①デジタル化システムを使用した審査会件数

【アウトカム指標（成果指標）】
①申請受付から認定までに要した平均日数
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申請書受付から結果通知までの所要日数の短縮化を図る



推進体制

◼ 庁内の推進体制

名称 名称 役割

事業実施責任者 福祉事務所長 • 事業全体のマネジメント・進捗管理

事業担当課 長寿介護課
（介護認定審査会）

• システムの調達、関連部署との調整、介護認定審査会の運営

連携部署
政策推進課

（西予市まち・ひと・しごと創生総合戦略
事業評価委員会）

• 事業に対する評価・助言

連携部署 デジタル推進課 • システム調達・運用への助言

【各課室の役割】
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推進体制

◼ 事業推進体制

名称 役割

西予市
（事務局）

• 事業計画の立案
• 報告書作成をはじめとする事業全般の管理
• 介護認定審査会におけるシステム管理者

介護認定審査会 • システムを活用した認定審査の実施

システム開発事業者 • システム運用に係る業務支援

居宅介護支援事業者等

• 申請者の申請支援し、適切な介護サービスを提
供

• 申請者の審査状況、認定情報等を把握。

名称 役割

要介護認定申請者
• 市に要介護認定を申請
• 認定後は適切な介護サービスを利用

介護認定審査会

西予市医師会
（合議体長）

歯科医師会 保健師

看護師 福祉事業関係者

西予市（事務局）

理学療法士
作業療法士

システム
開発事業者

契約・システム運用支援

内諾済

検討段階

要介護認定
申請者

申請・認定

居宅介護
支援事業者等

認定申請の支援や
適切な介護サービスの

提供

連携・情報提供

参画済

※介護認定審査会デジタル化システムを運用し、申請から認定に至る所要時間を短縮



交付金の具体的使途

◼ 実装計画に係る事業経費内訳

経費項目 数量 期間
金額

（単位：千円）

介護認定審査会ライセンス料 25ID×5カ月×1,500円×1.1 令和7年11月～令和8年3月 207

クラウドサービス利用料(1GB) 5カ月×1,200円×1.1 令和7年11月～令和8年3月 7

初期費用 1式 令和7年11月～令和8年3月 55

操作説明会対応 オンライン2回×71,000円×1.1 令和7年11月～令和8年1月 157
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